
同志社大学 世のため人のため社会のための技術をより広く、より多くの企業へ･･･
建学の精神から引き継がれる同志社大学の｢オープンプラットフォーム｣発想の具体化として

他大学が京都府から滋賀県な
ど他府県に移転加速。京都の
大学としていかに、存在価値
を高めていくか、差別化を図っ
ていくかが求められている。

市場原理主義から人間 /自然原
理主義への転換。社会システムが、
自然や人材育成の重要性を強く認
識。知的財産がオープンリソース
になった瞬間に真似される危険性
が高い。
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思いつきを社会化する仕組の確立。
研究環境の更なる整備と最先端研究
拠点（リエゾンオフィス、知的財産セ
ンター、D-egg= 同志社発インキュ
ベーション施設）、NPO法人同志社
大学産官学連携支援ネットワーク、リ
エゾン・クローバー倶楽部＝同志社
校友会大阪支部産官学部会）の活用。
地域・社会連携の強化。

次世代を支える人物が共通して具
備すべき基本的能力は「プロ
デュース能力」であることを意識
し、プロデューステクノロジーの
涵養プロセスを体系化し、機能さ
せる必要性。
知的財産をオープンリソースにし
た際に、収益を確保できる「仕
組みをプロデュースする必要性。

課  題

「オープンプラットフォーム」とし
て、プロデューステクノロジー（思
いつきを社会化する科学）をベー
スとした、個々の自己実現の集積
が組織の自己実現につなげるPD
（Project Drive System）制度
を拡充。

単なる技術シーズの活用という範
囲を超え、ネットワーキング・次
世代経営者育成・ものづくりマネ
ジメントなどを踏まえた、トータ
ル・ソリューション、トータルプ
ロデュースが求められており、機
能拡充を整備しようとする動きも
出てきている。

対  策

①プラスティック射出の離型技術
②CR+Ｎコーティング技術

重点分野
ガラス繊維の入り樹脂を加工するプラスティッ
ク射出メーカー。鉄素材など低温（180℃）
コーティングを必要とするメーカー。

連携対象となる企業技術

　 　

相談の際の留意点 相談の手順

☆自立的主体性とパブリック意識を有する人材輩出。
☆プロデューステクノロジー（思いつきを社会化する科学）の確立。
☆産官学のトータルプロデュースを可能とする機能・設備の拡充
　リエゾンオフィス、知的財産センター、D-egg＝同志社発インキュベーション施設）、NPO法人同志社大学
　産官学連携支援ネットワーク、リエゾン・クローバー倶楽部＝同志社校友会大阪支部産官学部会）。

思いつきを社会化するプロデューステクノロジー
＋

産官学連携のトータル・ソリューション、プロデュース機能


